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夜の魅力、探してみませんか夜の魅力、探してみませんか

　夜の魅力づくりとして、１月に水木しげる記念

館前と河童の泉の夜間ライトアップを始めました。

　これを機会に境港市の夜景スポットや桜まつり、

みなと祭などの夜間イベントの紹介をまとめたナ

イトマップを作成し、観光案内所や市内の宿泊施

設で配布しています。

　また、水木しげるロードでは、夏休み時期に向

けて、夜のイベントも計画されています。昼間だ

けでなく、魅力的な夜のスポットも訪れてみませ

んか。

境港市が誕生して、今年で６０年
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１.基本理念

　当計画は、基本理念を「市民が集

い、安心できる、交流と防災の拠点

づくり」と定め、市民会館と竜ケ山

公園の２つのエリアにおいて、交流

と防災の両機能を併せ持つ施設を整

備することで、市内全域の交流を促

進することともに、災害に強いまち

づくりを推進するものです。

２.整備計画の主な内容

 ①市民会館周辺エリアの複合施設

◇ホール

　ホールは、客席数を８００席程度とし、１階部分を４５０席程度、２階部分を

３５０席程度としています。

　講演会、音楽、演芸など、文化・芸術の鑑賞や発表の場となります。また、１階席

には、可動席を使用し、可動席を収納した際に生まれる１階部分のフラットなスペー

スで、高齢者の気軽な体操や小・中学生の作品展示、また、災害時には避難所など「多

目的スペース」として活用します。

⇡
◇図書館

　図書館は、市民に親しまれるとともに、多様なニーズに応える図書館

を目指します。

　また、読み聞かせや各種イベントなど気軽に訪れ交流することが出来

る場の提供に努め、まちづくりの拠点となる図書館を目指します。

　蔵書数は、現在の１５万冊を確保し、１０万冊程度を開架します。

◇会議室・美術展示

　会議室は、市民が各種会議、集会、学習会、音楽活動、

美術展示などに広く活用します。

　文化・芸術活動にも配慮し、美術展示会場としての機

能を備えた会議室として、大・中・小会議室と和室の４

室を整備する計画です。

◇高齢者福祉機能

　福祉関係機関が入居できる事務スペース等を確保するほ

か、高齢者が気軽に立ち寄れるサロンのようなスペースも

設け、これまで以上に市と連携した福祉施策を展開します。

　また、大規模災害の発生時には、災害ボランティアセン

ターの運営に当たります。

◇その他

　日常的に市民が集い、交流できる空間とするため、エン

トランスホールやカフェ等を活用した交流空間を整備しま

す。また、複合施設の建設にあたっては、既存駐車場と職

員駐車場を活用しながら、可能な限り駐車場を確保します。

◇防災拠点

　市の防災担当部署の執務室を置き、災害発生時

には災害対策本部機能を確保します。
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▼問い合わせ先

　　自治防災課（☎４７－１０７１）

②竜ケ山公園周辺エリアの体育施設等

　※建設場所については、体育館、屋根付き広場とも竜ケ山球場敷地内の南東側角のスペースとしています。

◇体育館（備蓄室含む）

　体育館は、バレーボールでは1面、バドミントンでは３面が確保

できる規模とします。

　竜ケ山公園に体育館を整備し、市民のスポーツサークルの活動の

場とするとともに、市民と自衛隊員とのスポーツイベント、健康イ

ベントを展開し、交流の促進を図ります。また、災害時には、自衛

隊派遣部隊の現地対策本部、地域住民の避難所等として利用するほ

か、備蓄スペースを確保します。

◇屋根付き広場

　グラウンドゴルフ、ゲートボール等の使用を想定した規模とします。

気軽に利用できる屋根付き広場は、市民の要望も高く、雨天もスポーツ

や健康イベントに利用できます。

　また、災害時には、緊急支援物資の集積所などでの活用を計画してい

ます。

◇駐車場

　駐車場は、体育館、屋根付き広場に隣接し、陸上競技場、野球場、公園の利用者も利用しやすいよう野球場敷地内のバッ

クスクリーン裏（南側）に計画します。災害発生時には、自衛隊派遣部隊の宿営地、車両駐車場として活用します。

３.概算事業費（資金計画）

　概算事業費については、将来的な社会情勢の変化等により建設資材や人件費等の変動もあり、また、国の予算措置の状

況等によっては計画の変更もありますので、参考として示しています。

　◇総　　　　額：５４億６３百万円

　◇補助対象経費：５１億７０百万円

　　（国補助金（７５％）：３８億７７百万円）

　◇市　　　　費：１５億８６百万円

４.事業スケジュール　

　市民会館周辺エリアの整備を優先的に実施します。

　また、今後、国との協議、予算措置の状況等によっては、計画内容が変更になることがあります。

　　◇設　計（市民会館・複合施設）・・・平成２８、２９年度（２カ年で基本・実施設計）

　　◇工　事（市民会館・複合施設）・・・平成３０年から（工期は未定）

　　◇設計・工事（竜ケ山公園）・・・・・市民会館周辺エリアの工事終了後

５.計画検討委員会の開催等

　計画策定にあたっては、市民団体の代表者等（１３人、委員長は島根大学大学院教授）で構成される検討委員会を組織

し協議を進めました。

　また、検討委員会のほか、市民ワークショップを３回、市民説明会を１回、パブリックコメントを実施し、広く市民の

皆さんの意見を反映しました。
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　中海・宍道湖・大山圏域市長会（松江市・出雲市・安来市・

米子市・境港市）では、圏域振興ビジョンに基づき、これまで

の広域観光や産業振興、環境保全、防災対策での連携等に取り

組むほか、今年度は、圏域版総合戦略に基づき、地方創生加速

化交付金を活用して、インバウンド観光の推進や３大都市圏で

の圏域ＰＲをはじめとした「中海・宍道湖・大山圏域ブランド

化推進プロジェクト」などを実施します。

　また、事務局体制も強化し、事業展開の継続性の確保や官民

連携の推進を図ります。

基　本　方　向 事　　業　　内　　容 金額（百万円）

活力にあふれる圏域づくり
（産業振興）

○圏域内企業の産業連携支援事業
　・圏域内企業情報データベースの充実
　・圏域内企業のビジネスマッチング
○圏域内企業の海外展開支援事業
　・海外商談会参加等支援補助金
○山陰いいものマルシェプロジェクト
○環日本海定期貨客船航路就航支援
　・定期貨客船航路就航支援補助

４．０

３．０

０．３
１５．９

訪ねてみたい圏域づくり
（観光振興）

○外国人誘客対策事業
　・海外での観光プロモーション
　・クルーズ客船寄港時のおもてなし
○国内誘客対策事業
　・国内での観光プロモーション
　・３大都市圏での圏域ＰＲプロジェクト
○圏域観光の魅力アップ事業
　・観光客受け入れ体制の充実

１０．５

４．５

２．０

住みたくなる圏域づくり
（環境の充実）

○自然環境の保全・活用事業
　・小学生を対象とした環境体験学習
　・自然環境の保全・活用にかかる広報啓発
　・ラムサール条約登録湿地普及啓発
○安心して暮らすことのできる環境づくり事業
　・防災対策の充実

４．０

０．５

ともに歩む圏域づくり
（連携と協働）

○圏域情報の共有・発信
　・圏域内外へのエリアプロモーション
○圏域内の連携・交流推進
　・圏域内の連携・交流推進
　・人材育成の共同化

０．８

９．９

合　　　　計 ５５．４

【問い合わせ先】　地域振興課企画係（☎４７－１０２４）

【平成２８年度の主な事業】

 平成２８年度

   『中海・宍道湖・大山圏域市長会』事業計画

【地方創生加速化交付金 活用事業】
　下記の事業は、地方創生加速化交付金を活用して実施する事業です。

プロジェクト名 事　　業　　内　　容 金額（百万円）

中海・宍道湖・大山圏域
ブランド化推進プロジェクト

○山陰いいものマルシェ開催事業
○中海・宍道湖の活用事業
○３大都市圏での圏域ＰＲ事業
○海外へのＰＲ・受け入れ体制整備事業
○ロシアへのビジネス展開事業

２２．０
１３．０
２４．０
４９．０
３．０

中海・宍道湖・大山圏域の
ローカル Ｔｏ グローバル

イノベーション推進プロジェクト

○インドへの企業進出促進事業
○若手人材育成事業

１６．０
３．０

合　　　　計 １３０．０

イメージキャラクター「ウンパくん」
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 ～東日本大震災から５年～

東北被災三県（岩手・宮城・福島）に関する情報
　今年の３月で、東日本大震災から丸５年が経過しました。今もなお、東北被災三県では風評被害が少なからず残っていると
の情報があります。そのため、全国の自治体が連携し、被災三県の情報を正確に分かりやすく発信していきます。

　

　　　

　【観光・物産情報】

　【観光・物産情報】

　【観光・物産情報】

福島県

三滝春桜【三春町】（写真上）と

大内宿【下郷町】（写真左）

赤べこ（写真左）や起き上がり

小法師（写真下）など民芸品、

桃や地酒などが有名

岩手県

　東日本大震災津波からの復興にあたっては、全国の皆様から多くのご支援と励ましを賜
り、心から感謝申し上げます。
 　岩手県では、平成28年に復興の架け橋として「希望郷いわて国体・希望郷いわて大会」
を開催します。全国の皆様に、ご来県いただき、岩手の魅力を知って、買って、食べてい
ただくことが、復興の大きな力となります。
　今後とも、岩手の復興への歩みと地域活性化に応援をお願いいたします。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　岩手県市長会長　盛岡市長　谷藤裕明　

　福島県の市町村は、今日も、東日本大震災からの復興に全力で取り組んでいます。
　私たち福島県民にとって何よりうれしいのは、全国の皆さんに今の「がんばる福島県」
を素直に観て、食べて、飲んで、買って、ふれあって、笑顔の輪を広げていただくことです。
　これまでのご支援に心より感謝申し上げますとともに、変わらぬ応援をよろしくお願い
します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県市長会長　相馬市長　立谷秀清

　東日本大震災に係り、全国の皆様から温かいご支援を賜り感謝申し上げます。
　ご支援により復興しつつある宮城県内各地に足をお運びいただき、是非とも豊富な食材
や自然、温泉、歴史など各市の魅力を存分に楽しんでいただきたいと思っております。
　皆様に安心して旅を楽しんでいただけるようおもてなしをすることが、更なる復興の励
みとなりますので、今後も応援をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県市長会長　仙台市長　奥山恵美子

宮城県

仙台発祥の牛たん焼き（写真上）

や南三陸町のキラキラ丼（写真

左）などグルメメニューが人気

宮城県慶長使節船ミュージアム

（写真左）と仙台城址（青葉城址）・

伊達政宗公騎馬像（写真下）

大船渡市に自生するツバキ（写真

下）と大槌町の町花である新山高

原のツツジ（写真右）

世界文化遺産である平泉（写真上）

と復興のシンボルと言われた陸前

高田市の奇跡の一本松（写真右）
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▼問い合わせ先

　財政課財政係（☎47－1012）

区    分 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率

市 税 36 億 9,996 万円 36 億 6,787 万円 99.1％

地 方 交 付 税 34 億 6,417 万円 36 億 1,665 万円 104.4％

国・県支出金 39 億 2,056 万円 30 億 3,082 万円 77.3％

市 債 14 億 7,860 万円 07 億 9,400 万円 53.7％

そ の 他 56 億 1,648 万円 41 億 518 万円 73.1％

合 計 181 億 7,977 万円 152 億 1,452 万円 83.7％

区    分
１人当たり
の負担額

１世帯当たり
の負担額

備　考

市 税 105,798 円 244,141 円

人口

　34,972 人

世帯数

　15,155 世帯

国民健康

保 険 税
85,578 円 135,920 円

被保険者数

　7,657 人

対象世帯数

　4,821 世帯

総務費（執行率：68.8％）

予算現額　25億 5,265 万円

支出済額　17億 5,554 万円

民生費（執行率：81.0％）

予算現額　57億 4,295 万円

支出済額　46億 5,152 万円

衛生費（執行率：87.6％）

予算現額　12億 430 万円

支出済額　10億 5,453 万円

商工費（執行率：85.8％）

予算現額　24億 3,585 万円

支出済額　20億 8,899 万円

その他（執行率：78.8％）

予算現額　10億 5,955 万円

支出済額　 8億 3,483 万円

公債費（執行率：98.8％）

予算現額　14億 4,052 万円

支出済額　14億 2,382 万円

教育費（執行率：87.2％）

予算現額　18億 9,969 万円

支出済額　16億 5,560 万円

土木費（執行率：33.1％）

予算現額　18億 4,426 万円

支出済額　 6億 1,095 万円

一般会計歳出一般会計歳出

予算現額：181 億 7,977 万円

支出済額：140 億 7,578 万円

　　　　　（執行率：77.4％）

一般会計歳入一般会計歳入 市民の税負担状況市民の税負担状況

境 港 市 の　 財 政 状 況財 政 状 況
　境港市は、市民の皆さんが納める税金や国から交付される地方交付税

などで運営されています。これら収支の状況は、毎年２回財政公表とし

てお知らせしています。今回は平成２７年度予算の執行状況や市債の状

況などについてお知らせします。

　なお、金額等は平成２８年３月３１日現在のため、決算とは異なります。

　（決算日：平成２８年５月３１日）

（平成２８年３月３１日現在）
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原
則
と
す
る
会

計
で
、
特
別
会
計
の
う
ち
※
印
の
も

の
で
す
。

【
市　

税
】

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
、
国
が
徴

収
し
た
税
金
の
一
部
が
、
市
の
財
政

状
況
等
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。

【
国
・
県
支
出
金
】

　

工
事
や
福
祉
、
教
育
事
業
な
ど
、

特
定
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

国
ま
た
は
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

【
市　

債
】

　

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国

や
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
る
市
の
借

金
で
す
。

【
総
務
費
】

　

課
税
徴
収
、
市
民
活
動
、
広
報
、

情
報
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】

　

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
保
育
所
、

生
活
保
護
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
衛
生
費
】

　

健
康
診
断
や
予
防
接
種
、
ご
み
処

理
、
し
尿
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
商
工
費
】

　

各
種
資
金
融
資
や
観
光
振
興
等
に

関
す
る
経
費
で
す
。

【
土
木
費
】

　

道
路
・
公
園
の
整
備
や
維
持
管
理
、

市
営
住
宅
管
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
教
育
費
】

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、

公
民
館
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
公
債
費
】

　

市
が
借
り
入
れ
た
借
金
（
市
債
）

の
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
一
時
借
入
金
】

　

支
出
す
る
現
金
が
不
足
し
た
と
き

に
、
資
金
繰
り
の
た
め
金
融
機
関
か

ら
一
時
的
に
借
り
る
お
金
で
す
。

【
基　

金
】

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

ら
れ
る
資
金
等
で
、
市
の
貯
金
で
す
。

会  計  名    未 償 還 額

一 般 会 計 123 億 8,508 万円

下水道事業費特別会計 100 億 6,253 万円

そ の 他 特 別 会 計 7億 4,898 万円

合 計 231 億 3,659 万円

会  計  名 借 入 金 額

一 般 会 計 24 億 5,000 万円

会  計  名
（※印：公営企業会計）

予 算 現 額
収 入 済 額

支 出 済 額

国民健康保険費 48 億 8,531 万円
38 億 7,684 万円

43 億 6,453 万円

駐 車 場 費 ※ 1億 7,523 万円
3,189 万円

1億 7,245 万円

下水道事業費※ 29 億 1,544 万円
9億 8,015 万円

22 億 3,549 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

564 万円
96 万円

61 万円

介 護 保 険 費 36 億 3,963 万円
29 億 9,066 万円

32 億 7,776 万円

土地区画整理費※ 4億 7,785 万円
2,454 万円

4億 7,601 万円

市 場 事 業 費 ※ 2億 9,346 万円
8,956 万円

2億 5,106 万円

後期高齢者医療費 3億 7,596 万円
3億 5,987 万円

3億 6,277 万円

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況 市債の現在高市債の現在高

一時借入金の現在高一時借入金の現在高

市民１人当たりの市債現在高

（公営企業会計を除く）

　３５４，２０４円

市有財産の状況市有財産の状況

基金

47 億 2,197 万円

土地

1,793,414 平方㍍

建物

143,422 平方㍍

有価証券・出資金など

2億 5,022 万円

7　平成２８年５月



情報あらかると

図書館に行こう図書館に行こう！！
と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

　アラブの春
はる

からパリ同
どう

時
じ

多
た

発
はつ

テロ事
じ

件
けん

まで、中
ちゅう

東
とう

研
けん

究
きゅう

の

第
だい

一
いち

人
にん

者
しゃ

が東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の１

年
ねん

後
ご

につづり始
はじ

めた時
じ

評
ひょう

集
しゅう

。

　この国
くに

の激
げき

動
どう

を百
ひゃく

年
ねん

見
み

つめ

てきた孤
こ

高
こう

の日
に

本
ほん

画
が

家
か

の足
そく

跡
せき

を丹
たん

念
ねん

にたどる決
けっ

定
てい

版
ばん

・評
ひょう

伝
でん

。

　初
はつ

参
さん

加
か

のオリンピックでの

死
し

闘
とう

と歓
かん

喜
き

。それは日
に

本
ほん

サッ

カー進
しん

撃
げき

の狼
のろし

煙のはずだった

…。

　女
じょ

子
し

の活
かつ

躍
やく

をはばんでいる

のは、日
に

本
ほん

型
がた

雇
こ

用
よう

システムだ

った。当
とう

事
じ

者
しゃ

たちの肉
にく

声
せい

を交
まじ

え、働
はたら

きづらさの本
ほん

質
しつ

を暴
あば

く。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇リップヴァンウィンクルの花
はな

嫁
よめ

　　　　　　　　 （岩
いわ

井
い

俊
しゅん

二
じ

）

◇メメント・モリ　　　　　　（原
はら

田
だ

宗
むね

典
のり

）

◇五
ご

色
しき

の虹
にじ

　満
まん

州
しゅう

建
けん

国
こく

大
だい

学
がく

卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

たちの戦
せん

後
ご

　　　　　　　　　　　　　（三
み

浦
うら

英
ひで

之
ゆき

）

◇カレル・チャペック　小
ちい

さな国
くに

の大
おお

きな

作
さっ

家
か

　　　　　　　　　　　　（飯
いい

島
じま

　周
いたる

）

◇戦
せん

争
そう

を指
し

導
どう

した七
しち

人
にん

の男
おとこ

たち 　　　　　　     

　　　　　　　　　　（マルク・フェロー）

◇蚕
かいこ

　絹
きぬ

糸
いと

を吐
は

く虫
むし

と日
に

本
ほん

人
じん

　（畑
はた

中
なか

章
あき

宏
ひろ

）

◇鬱
うっ

屈
くつ

精
せい

神
しん

科
か

医
い

、占
うらな

いにすがる（春
かず

日
が

武
たけ

彦
ひこ

）

◇朱
しゅ

の記
き

憶
おく

　亀
かめ

倉
くら

雄
ゆう

策
さく

伝
でん

　　（馬
ば

場
ば

マコト）

◇台
たい

湾
わん

生
う

まれ日
に

本
ほん

語
ご

育
そだ

ち　　　　（温
おん

又
ゆう

柔
じゅう

）

◇南
みなみ

シナ海
かい

　アジアの覇
は

権
けん

をめぐる闘
とう

争
そう

史
し

　　　　　　　　　　　（ビル・ヘイトン）

◇異
い

郷
きょう

の友
ゆう

人
じん

　　　　　　　　（上
うえ

田
だ

岳
たか

弘
ひろ

）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

605冊
さつ

☆貸
かし

出
だし

冊
さつ

数
すう

・期
き

間
かん

　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅう

間
かん

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47－1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

９時
じ

３０分
ぷん

～午
ご

後
ご

６時
じ

３０分
ぷん

　　　　　【土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

は午
ご

後
ご

６時
じ

閉
へい

館
かん

】

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

月
つき

第
だい

２木
もく

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

移う
つ

ろ
う
中

ち
ゅ
う

東と
う

、
変か

わ
る
日に

本ほ
ん

２
０
１
２

－

２
０
１
５

　
　
　
　
　
　
　
　

酒さ
か

井い

啓け
い

子こ

虹に
じ

の
橋は

し

を
渡わ

た

り
た
い

－

画が

家か

・

堀ほ
り

文ふ
み

子こ

九
き
ゅ
う

十
じ
ゅ
う

七な
な

歳さ
い

の
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

－

　
　
　
　
　
　
　
　

中な
か

田た

整せ
い

一い
ち

ベ
ル
リ
ン
の
奇き

跡せ
き

　

日に

本ほ
ん

サ
ッ
カ
ー
煌

か
が
や

き
の
一い

っ

瞬
し
ゅ
ん

竹た
け

之の

内う
ち

響こ
う

介す
け

働
は
た
ら

く
女じ

ょ

子し

の
運う

ん

命め
い　

　
　
　
　
　
　
　

濱は
ま

口
ぐ
ち

桂
け
い

一
い
ち

郎
ろ
う

　

上
道
町
に
、「
足
立
儀
代
松
、世せ

以い

夫
婦
」

と
２
人
の
名
前
を
並
べ
た
墓
標
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
足
立
儀
代
松
こ
そ「
移
民
の
父
」

と
呼
ば
れ
、
弓
浜
地
方
か
ら
最
初
に
渡
米

し
た
そ
の
人
で
あ
り
ま
す
。　
　
　

　

そ
の
後
、
彼
の
先
導
で
ア
メ
リ
カ
大
陸

に
渡
り
、
業
績
を
上
げ
た
人
は
数
多
く
、

弓
浜
地
方
は
海
外
移
民
発
祥
の
地
と
い
わ

れ
、
県
下
で
最
も
多
く
の
移
民
を
送
り
出

し
ま
し
た
。

　

彼
は
、
１
８
６
７
年
に
現
在
の
上
道
町

に
稲
岡
倉
三
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
幼
い
頃
、
因
幡
藩
士
で
あ
る
伯
父
、

足
立
勝
蔵
の
養
子
と
な
り
鳥
取
市
に
居
住

し
ま
す
。

　

因
幡
高
等
小
学
校
（
現
・
久

き
ゅ
う

松
し
ょ
う

小
学
校
）

の
教
師
と
な
り
ま
し
た
が
、
知
人
か
ら
ア

メ
リ
カ
大
陸
の
事
情
を
聞
き
、
海
外
雄
飛

の
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
す
。

　

教
師
を
や
め
た
彼
は
、
明
治
25
年
に
神

戸
港
を
出

し
ゅ
っ
ぱ
ん帆

し
カ
ナ
ダ
に
渡
り
ま
す
。
儀

代
松
25
歳
の
春
で
し
た
。

　

彼
は
３
年
間
、
カ
ナ
ダ
に
滞
在
し
ま
す
。

そ
の
間
に
つ
ぶ
さ
に
実
情
を
視
察
し
、
広

大
な
国
土
と
豊
富
な
資
源
、
現
地
の
労
働

力
不
足
な
ど
を
知
り
、
将
来
日
本
人
が
発

展
す
べ
き
地
で
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

帰
国
し
た
彼
は
、
カ
ナ
ダ
移
民
を
熱
心

に
説
い
て
回
り
ま
し
た
。
港
町
で
昔
か
ら

新
文
化
が
交
流
し
、
進
歩
的
な
弓
ヶ
浜
で

し
た
の
で
、
海
外
事
情
に
関
心
を
示
す
人

も
多
く
、
彼
は
こ
う
し
た
人
た
ち
の
協
力

を
得
て
、
移
民
団
を
結
成
し
ま
す
。

　

明
治
28
年
、
儀
代
松
を
団
長
と
す
る
９

人
が
米
大
陸
へ
向
っ
て
出
発
し
ま
す
。
こ

れ
が
、
弓
ヶ
浜
か
ら
の
移
民
第
１
期
で
す
。

　

そ
の
後
海
外
移
住
熱
が
高
ま
り
、
明
治

33
年
に
は
、
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
へ
70
人

の
大
移
民
団
が
渡
航
し
ま
す
。
彼
等
は
い

ば
ら
の
道
を
歩
み
な
が
ら
も
、
開
拓
へ
の

情
熱
で
、
各
地
で
そ
の
地
盤
を
築
い
て
い

き
ま
し
た
。

　

夫
婦
碑
は
美
保
湾
に
面
し
て
建
ち
、
遙

か
東
方
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
空
を
見
守
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

松
本
修
一
）

（
参
考
）「
境
港
市
史
」、「
鳥
取
県
郷
土
が

誇
る
人
物
誌
」
他

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち（
２
）

（
２
）　　

　
　
　

　
　
　

    

〜〜
足足ああ

立立だ
ち
だ
ち  

儀儀ぎぎ

代代よよ

松松ま
つ
ま
つ

〜〜
足立 儀代松

儀代松・世以夫妻碑
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　どんなに気をつけていても体調を崩すことはありま

す。早めに受診して必要なお薬を上手に利用すること

で、症状が軽いうちに治療をすることができます。

　あなたはかかりつけのお医者さんと薬局をお持ちで

すか？複数のお医者さんにかかったとき、薬局がばら

ばらだと飲み合わせの悪い薬のチェックができなかっ

たり、同じ薬が重なってしまう場合があります。かか

りつけの薬局を持ち、お薬手帳なども活用して上手に

薬が使えるようにしましょう。

　また、現在使用している薬をジェネリック（後発）

医薬品に切り替えることで薬代が安くなることがあり

ます。自分が加入している健康保険から、「ジェネリッ

ク医薬品に切り替えた場合の差額通知」などが送られ

てきたときには必ず目を通してください。中にはジェ

ネリック医薬品がない場合もありますので、自分が

使っている薬にジェネリック医薬品があるのか、切り

替えることができるのかなどをお医者さんや薬剤師に

相談してみましょう。

▼問い合わせ先

　市民課保険年金係（☎４７－１０３６）

保健師の
　ちょっと一言
お薬は上手に利用しましょう

　全国の消費生活センターには消費者被害にあった高

齢者からの相談が多く寄せられます。

　悪質業者は高齢者が抱える「健康」「孤独」「お金」

という３つの大きな不安を巧みにあおり、親切を装い、

大切な財産を狙いに近づいてきます。

　高齢者は自宅にいることが多く、電話勧誘販売や家

庭訪販による被害を受けやすいので注意が必要です。

【還付金詐欺】

　公的機関の職員をかたるなどして、電話で医療費や

税金の還付金があると言って近くのＡＴＭに誘導しま

すが、ＡＴＭで還付金が支払われることは絶対にあり

ません。携帯電話を持ってＡＴＭに行くように言われ

たら詐欺です。

【ＩＰ電話】

　電話代が安くなると勧誘しますが、インターネット

回線を利用するサービスのため、光回線やプロバイダ

等をセットで契約することになります。そのサービス

利用料も発生するのでこれまでよりも料金が高くなる

ケースがあります。勧誘されてもその場で返事はせず、

契約内容や解約条件を確認することが大切です。

【買え買え詐欺】

　うそのパンフレットを送り付けた後、別の業者を

装って「パンフレットを譲ってほしい」「あなたの名

義を貸してほしい」と電話をかけてきます。その後「名

義貸しは犯罪だ」などと言ってお金を払わせる詐欺で

す。電話がかかってきても相手にしてはいけません。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

高齢者の消費者トラブル

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

168消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 153

人権講座

　３月２２日（火）、長く教育現場で活躍され人権問

題とも関わって来られた山田晋
しん

さんに「亀の甲より年

の功」と題して、広く人権問題、特に高齢者の人権に

ついて講演をしていただきました。

　人権とは人間関係、高齢者は生きがいを見つけるこ

とで孤独の心配をなくす、家の中では日常生活の中で

摩擦を恐れずそれぞれの良さを出すことが大切、など

のお話がありました。講演の感想は、上のグラフにも

表れているように大変好評でした。その一部を紹介

します。「山田先生の話をとても興味深く聞けました。

いろんな体験から語られる話は楽しかった。」「いつも

楽しく聴かせてもらう中に、人権について考える良い

時間になりました。」

　次回は、５月３１日（火）に演題「障害者差別解消

法がめざす社会とは」の講座が開かれます。（詳細は

この１４ページ）平日の午後ですが、多くの皆さんの

参加をお待ちしています。

29
78.4%

8
21.6%

参加者４３人中

回答者３７人

9　平成２８年５月



informationinformation

境

港

市

長

選

挙
・

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
境
港
市
長
選
挙

お
よ
び
境
港
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

を
７
月
17
日
（
日
）
に
実
施
す
る
予

定
で
す
。
詳
細
は
市
報
７
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
】

　

市
長
選
挙
お
よ
び
市
議
会
議
員
補

欠
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
に
立
候
補
予
定

の
人
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

６
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
第
１
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
２
）

市
税
の
減
免
制
度

【
個
人
住
民
税
・
法
人
市
民
税
】

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
一

部
も
し
く
は
全
部
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
期
限

　

そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
７
日
前

▼
減
免
対
象

　

申
請
の
あ
っ
た
日
以
降
に
納
期
限

が
到
来
す
る
税
額

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

【
軽
自
動
車
税
】

　

心
身
障
が
い
者
、
ま
た
は
そ
の
障

が
い
者
の
た
め
に
家
族
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
や
二
輪
車
の
税
金
は
、
一

定
の
要
件
（
障
が
い
の
程
度
等
）
に

該
当
す
れ
ば
、
減
免
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
期
限　

５
月
24
日
（
火
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

　

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

　

健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か

◇
運
転
免
許
証

◇
印
章

◇
自
動
車
検
査
証
（
軽
自
動
車
）

◇
納
税
通
知
書
（
納
付
し
な
い
で
持

　

参
）

【
固
定
資
産
税
】

　

次
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
固
定
資
産

税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
生
活
保
護
法
で
生
活
扶
助
を
受
け

　

る
人
が
所
有
す
る
固
定
資
産

◇
生
活
困
窮
の
た
め
扶
養
義
務
者
以

　

外
か
ら
私
的
な
扶
助
を
受
け
て
い

　

る
人
が
所
有
す
る
固
定
資
産

◇
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
固
定

　

資
産
（
自
治
会
広
場
・
公
園
な
ど
）

◇
災
害
等
で
減
失
ま
た
は
甚
大
な
損

　

害
を
受
け
た
固
定
資
産

▼
申
請
期
限

　

そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
７
日
前

▼
減
免
対
象

　

申
請
の
あ
っ
た
日
以
降
に
納
期
限

が
到
来
す
る
税
額

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

※
減
免
申
請
に
は
減
免
を
受
け
よ
う

と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
で
す
。

【
申
請
時
の
注
意
事
項
】

　

軽
自
動
車
税
と
固
定
資
産
税
の
減

免
申
請
に
は
平
成
28
年
度
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
各
担
当
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
個
人
住
民
税
・
法
人
市
民
税
・
軽

自
動
車
に
つ
い
て

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
７
）

◇
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
用
に
対
す
る
補
助
金
の
上
限
額

を
20
万
円
か
ら
25
万
円
に
引
き
上
げ

ま
し
た
。

▼
対　

象

　

市
内
に
あ
る
自
ら
が
所
有
し
、
居

住
す
る
住
宅
（
併
用
住
宅
含
む
）
に

10
ｋ
Ｗ
未
満
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
個
人

▼
補
助
を
受
け
る
条
件

◇
着
工
前
で
あ
る
こ
と
（
す
で
に
設

　

置
し
て
あ
る
も
の
は
対
象
外
）

◇
一
定
の
仕
様
を
満
た
す
も
の

◇
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◇
境
港
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
抵
触

　

し
な
い
こ
と

◇
受
注
お
よ
び
施
工
業
者
が
県
内
業

　

者
で
あ
る
こ
と

▼
補
助
金
額

　

太
陽
光
発
電
１
ｋ
Ｗ
あ
た
り
５
万

円※
上
限
５
ｋ
Ｗ
、
最
大
25
万
円

▼
補
助
件
数

　

予
算
の
範
囲
内
で
行
い
ま
す
。（
当

初
予
算
で
の
枠
56
件
）

▼
そ
の
他
補
助
制
度

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
以

外
に
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）
お
よ
び
太
陽
熱

利
用
機
器
（
太
陽
熱
温
水
器
な
ど
）

の
導
入
費
用
に
対
す
る
補
助
制
度
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

有　

料　

広　

告
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チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等

購

入

費

補

助

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
ジ
ュ
ニ
ア

シ
ー
ト
含
む
）
購
入
費
用
の
一
部
補

助
を
行
い
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
に
居
住
す
る
６
歳
未
満
児
を

養
育
し
て
い
る
保
護
者

※
子
供
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
。

▼
補
助
金
額

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
購
入
費

用
の
２
分
の
１
（
５
千
円
を
上
限
）

▼
申
請
方
法

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
を
購
入
後

１
年
以
内
に
、
自
治
防
災
課
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
自
治
防
災
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
領
収
書
（
申
請
者
、
金
額
、
品
名
、

　

日
付
、
販
売
店
名
の
記
載
の
あ
る

　

も
の
）

◇
印
章

◇
申
請
者
の
通
帳
（
補
助
金
の
振
込

　

先
が
わ
か
る
も
の
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

運
転
免
許
自
主
返
納
支
援

　

運
転
免
許
を
自
主
的
に
返
納
し
た

65
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
は
ま

る
ー
ぷ
バ
ス
の
回
数
乗
車
券
を
交
付

し
ま
す
。

▼
対　

象

　

有
効
期
限
が
あ
る
運
転
免
許
を
自

主
返
納
し
た
65
歳
以
上
の
市
民

▼
支
援
内
容

　

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
回
数
乗
車
券
２

冊
（
１
冊
60
枚
綴
り
）
を
１
回
交
付

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
警
察
署
（
免
許
セ
ン
タ
ー
）
で
自

　

主
返
納
し
た
際
に
交
付
さ
れ
る
、

　

「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

　

通
知
書
」
の
写
し
ま
た
は
、
運
転

　

免
許
経
歴
書
の
写
し

◇
印
章

▼
申
請
期
間

　
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
取

消
日
ま
た
は
、「
運
転
免
許
経
歴
書
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
交
付
日
の
い
ず

れ
か
の
日
か
ら
60
日
以
内

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

風
し
ん
予
防
接
種
助
成
と

無
料
抗
体
価
検
査

【
風
し
ん
予
防
接
種
費
の
助
成
】

▼
対　

象

◇
妊
娠
を
希
望
す
る
昭
和
42
年
４
月

　

１
日
〜
平
成
10
年
３
月
31
日
生
ま

　

れ
の
女
性
で
、
検
査
の
結
果
風
し

　

ん
抗
体
価
が
低
か
っ
た
人

◇
妊
婦
の
夫

▼
助
成
額　

上
限
８
千
円

▼
助
成
期
限　

来
年
３
月
31
日

▼
交
付
方
法　

自
費
で
の
接
種
後
、

助
成
額
を
還
付
し
ま
す
。

【
無
料
風
し
ん
抗
体
価
検
査
】

　

委
託
医
療
機
関
や
米
子
保
健
所
で

は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の

同
居
者
で
、
予
防
接
種
や
検
査
歴
の

無
い
人
を
対
象
に
、
抗
体
価
検
査
を

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

◇
米
子
保
健
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
31
‐
９
３
１
７
）

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

本
年
６
月
１
日
現
在
で
経
済
セ
ン

サ
ス
‐
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
す
べ
て
の
事

業
所
・
企
業
の
活
動
実
態
を
把
握
す

る
も
の
で
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、

今
月
か
ら
来
月
に
か
け
て
調
査
員
が

訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
行
政
係　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
７
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

　境港市消防団は、仕事を持ちながら「自分たちの地域は、自分た

ちで守る」という精神に基づき、火災や風水害などの災害防御、救

助救出活動のほか、火災予防活動、各種訓練を行い「地域の防災リー

ダー」として市民の生命、身体、財産を守るために活躍しています。

　境港市消防団は、男女を問わず消防団員を募集しています。

▼入団資格

　市内に居住・勤務する

１８歳以上の健康な人

▼問い合わせ先

　自治防災課自治防災係

　（☎４７‐１０２３）

 地域を守る消防団員を
　　　　　募集しています

11　平成２８年５月



人
権
擁
護
委
員
制
度

　

毎
年
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す
。

　

人
権
を
尊
重
し
た
社
会
を
築
く
た

め
、
人
権
擁
護
委
員
が
、
啓
発
活
動

や
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
と
担
当
地
区

　

人
権
相
談
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
21
ペ
ー

ジ
の
「
く
ら
し
の
相
談
日
」
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
事
務
室
の

閉
室
日
が
変
わ
り
ま
す

　

６
月
か
ら
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
事

務
室
の
閉
室
日
が
、
次
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
す
。

▼
事
務
室
閉
室
日

◇
５
月
ま
で

　

第
１
日
曜
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

◇
６
月
か
ら

　

第
４
日
曜
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

※
祝
日
が
日
曜
日
の
場
合
は
翌
日
の

月
曜
日
が
閉
室
日
と
な
り
ま
す
。

※
事
務
室
が
閉
ま
っ
て
い
て
も
交
流

ス
ペ
ー
ス
は
利
用
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る

不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
補
助

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
繁
殖
抑
制

を
進
め
、
地
域
の
生
活
環
境
保
全
と

市
民
の
動
物
愛
護
意
識
高
揚
を
目
的

と
し
て
、
市
内
で
捕
獲
し
た
飼
い
主

の
い
な
い
猫
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を

受
け
さ
せ
る
人
に
対
し
て
、
手
術
費

用
の
一
部
補
助
を
行
い
ま
す
。

▼
対　

象

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

◇
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内
で
捕

　

獲
し
た
飼
い
主
の
い
な
い
猫
（
生

　

後
４
カ
月
以
上
）
に
対
し
、
県
内

　

の
動
物
病
院
で
手
術
を
受
け
さ
せ

　

る
人

◇
手
術
後
、
捕
獲
し
た
元
の
場
所
に

　

戻
す
こ
と
が
で
き
る
人

◇
手
術
済
み
の
猫
で
あ
る
と
判
別
で

　

き
る
よ
う
、
手
術
後
に
片
耳
の
先

　

端
に
Ｖ
字
型
の
切
れ
込
み
を
入
れ

　

る
こ
と
を
了
承
で
き
る
人

◇
手
術
を
行
う
動
物
病
院
に
自
ら
猫

　

を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
人

▼
補
助
金
額

　

１
頭
あ
た
り
手
術
費
用
の
２
分
の

１
（
上
限
５
千
円
）

▼
補
助
件
数　

予
算
の
範
囲
内
で
行

い
ま
す
。（
当
初
予
算
枠
50
頭
）

▼
申
請
方
法

　

環
境
衛
生
課（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
）

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
環
境
衛
生
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

氏　名 担当地区

門 脇 紀 文 渡

早 川 明 美 外江

池淵美津子 境

足 立 光 枝 上道

小灘惠美子 余子

永 見 和 子 中浜

神 﨑 和 重 誠道

猫の不妊・去勢手術助成制度

　安易な飼育放棄などの問題解決を目的に、（公社）鳥

取県獣医師会は猫の不妊・去勢奨励事業による手術費の

助成を行います。猫の適正飼育のため活用ください。

▼助成額　◇不妊手術　４０００円

　　　　　◇去勢手術　２０００円

※助成予定数

　◇１頭飼育者と複数飼育者の１頭目の猫　　２００頭

　◇複数飼育者の２頭目から５頭目までの猫　２００頭

※申し込み多数の場合、それぞれの区分で抽選します。

▼申し込み方法

　清掃センター窓口にある申し込みハガキに必要事項

を記入し、５２円切手を貼り付けて郵送するか、鳥取

県獣医師会ホームページ（http://www.tori-vet.jp/cat/

contact.php）から申し込んでください。

◇審査後、助成が決定したときは、通知書を郵送します。

◇通知書が届いたら、通知書を持参して１１月末まで

　に県内の動物病院で手術を受けてください。

◇動物病院ごとの手術料から助成額を差し引いた額をお

　支払いください。

▼申込期限　５月３１日（火）必着

▼申し込み・問い合わせ先

　（公社）鳥取県獣医師会

　　（☎０８５７‐５３‐４３００）

市報さかいみなと　12



清
掃
セ
ン
タ
ー
情
報

【
大
型
連
休
中
の
収
集
に
つ
い
て
】

　

５
月
３
日
か
ら
５
日
の
大
型
連
休

期
間
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
報
４

月
号
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

お
知
ら
せ
の
と
お
り
、
該
当
す
る
地

区
を
収
集
し
ま
す
。

【
再
度
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
】

　

最
近
、
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に

資
源
化
に
適
さ
な
い
も
の
の
混
入
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
も
の
が
含
ま
れ
る
と
資

源
化
で
き
ま
せ
ん
の
で
再
度
、
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
資
源
化
に
適
さ
な
い
も
の
（
例
）

◇
ラ
ッ
プ
類
（
資
源
化
に
適
さ
な
い

　

成
分
が
含
ま
れ
る
も
の
が
あ
る
た

　

め
）

◇
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
ハ
サ
ミ
で

　

切
れ
な
い
も
の
は
不
燃
ご
み
）

◇
汚
れ
の
つ
い
た
も
の
（
可
燃
ご
み

　

と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
８
６
２
６
）

「
野
焼
き
」
は
原
則
禁
止
で
す

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
（
平
成
13
年
４
月
施
行
）
に

よ
り
、
原
則
と
し
て
野
焼
き
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
ん
ど
焼
き
等
、
例
外
的
に
認
め

ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

野
焼
き
の
煙
や
焼
却
灰
の
飛
散
に
よ

る
苦
情
が
後
を
絶
た
ず
、
消
防
車
が

出
動
す
る
事
案
も
度
々
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
持

ち
よ
く
生
活
す
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

ヌ
カ
カ
（
干
拓
虫
）
の
被
害
予
防

▼
ヌ
カ
カ
（
干
拓
虫
）
と
は

　

ヌ
カ
カ
は
、
ハ
エ
目
・
ヌ
カ
カ
科

に
属
す
る
昆
虫
で
す
。
蚊
の
よ
う
に

人
や
家
畜
に
対
し
て
吸
血
行
動
を
と

り
ま
す
。
活
動
期
間
は
５
月
か
ら
９

月
で
、
大
き
さ
が
１
㎜
程
度
と
非
常

に
小
さ
く
、
網
戸
を
簡
単
に
通
り
抜

け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
被
害
を

予
防
す
る
の
が
困
難
で
す
。
刺
さ
れ

る
と
、
か
ゆ
み
が
数
日
続
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

▼
被
害
予
防
・
ヌ
カ
カ
に
刺
さ
れ
た

際
の
対
応
方
法

　

気
温
や
湿
度
が
高
く
、
風
の
弱
い

朝
夕
は
、
特
に
活
発
に
活
動
す
る
よ

う
で
す
。
刺
さ
れ
な
い
よ
う
長
袖
を

着
る
な
ど
、
肌
の
露
出
部
分
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
し
、
虫
よ
け
の
薬
を

使
用
す
る
な
ど
し
て
、
被
害
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
ヌ
カ
カ
に
刺

さ
れ
、
症
状
が
ひ
ど
い
と
き
は
、
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
や
用
水
路
へ
の
不
法
投
棄
】

　

現
在
、
市
内
の
農
地
や
用
水
路
等

に
対
し
、
家
電
や
家
庭
ゴ
ミ
等
の
不

法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
不
法

投
棄
と
は
、
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理

せ
ず
、
み
だ
り
に
農
地(

自
ら
の
土

地
を
含
む)

や
用
水
路
等
に
捨
て
る

行
為
で
す
。
空
き
缶
、
た
ば
こ
の
吸

殻
な
ど
軽
微
な
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
も

不
法
投
棄
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

行
為
は
農
地
利
用
の
妨
げ
や
、
水
路

が
詰
ま
る
等
の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
法
投
棄
の
多
く
は
荒
廃
農

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
土
地
所
有

者
は
荒
廃
地
に
な
ら
な
い
よ
う
に
草

を
刈
る
な
ど
、
適
正
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

informationinformationinformationinformation

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの
　　　　受け入れ≫

　５月１５日
　（午前９時～正午）

美 保 基 地 航 空 祭美 保 基 地 航 空 祭
　毎年、県内外からの多くのお客さんで賑わう美保基地航空祭が、今年も下

記の日程で開催されます。

▼と　き　５月２９日（日）　午前９時～午後３時（予定）

▼ところ　航空自衛隊 美保基地内

▼内　容

○航空機地上展示

　（Ｃ－１、ＹＳ－１１、Ｔ－４００など）

○航空機飛行展示

　（Ｆ－１５、Ｆ－２など）（予定）

○主要装備品展示

○その他

　（航空学生ファンシードリル、高尾山レッド

　　クラブ、ＳＬ日本海、スタンプラリーなど）

▼注意事項

◇当日、会場周辺は大変混雑が予想されますので、公共交通機関をご利用く

　ださい。

◇自家用車でお越しの際は、江島大橋は大変混雑が予想されますので迂回い

　ただきますようお願いします。なお、駐車場には限りがありますのでご了

　承ください。

◇「身体障がい者補助犬」以外のペット類を

　連れての来場はできません。

◇飛行場地区内でのシート類、椅子などを使

　用しての見学は、他のお客様の迷惑になり

　ますのでご遠慮ください。

◇ゴミは必ず各自で持ち帰ってください。

▼問い合わせ先

　航空自衛隊美保基地渉外室広報班

　　　　　　　（☎４５‐０２１１）

昨年の航空祭の様子

13　平成２８年５月



informationinformation

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
国
際
交
流
の
日

　
　
　
　

〜
モ
ン
ゴ
ル
＆
中
国
〜
】

　

モ
ン
ゴ
ル
や
中
国
の
文
化
に
ふ
れ

よ
う
。
餃
子
や
中
国
茶
を
振
る
舞
う

食
の
ブ
ー
ス
や
オ
モ
チ
ャ
で
遊
べ
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▼
と　

き　

5
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集
】

　

６
月
25
日
（
土
）、
26
日
（
日
）

開
催
の
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
開
始

　

６
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

▼
受
付
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
出
店
料　

◇
１
日
出
店　

２
千
円

　
　
　
　
　

◇
両
日
出
店　

３
千
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

５
月
11
日
（
水
）、６
月
８
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

５
月
31
日
（
火
）、６
月
30
日
（
木
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

じ

ん

け

ん

講

座

▼
演　

題　

障
害
者
差
別
解
消
法
が

め
ざ
す
社
会
と
は

▼
と　

き　

５
月
31
日
（
火
）

　

午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
講　

師　

尾
崎
真
理
子
さ
ん（（
公

社)

鳥
取
県
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
次

長
兼
上
席
専
任
研
究
員
）　

▼
参
加
費　

無
料
（
要
申
し
込
み
）

▼
申
込
期
限　

５
月
27
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
事

務
局
（
地
域
振
興
課
人
権
政
策
室
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

松
本
英え
い

三ぞ
う

木
版
画
展

『

ち

ひ

さ

や

か

』

　

境
港
市
出
身
の
木
版
画
家
、
松
本

英
三
さ
ん
の
木
版
画
展
を
開
催
し
ま

す
。

　

ふ
る
さ
と
の
海
と
心
が
育
ん
だ
、

優
し
さ
と
ユ
ー
モ
ア
が
感
じ
ら
れ
る

作
品
約
１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

５
月
21
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

こ
ど
も
読
書
週
間
事
業

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う

▼
と　

き　

５
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

▼
内　

容

◇
絵
本
の
読
み
き
か
せ
と
紙
芝
居

◇
英
語
の
絵
本
の
読
み
き
か
せ

◇
マ
メ
本
づ
く
り　

な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
９
）

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　

境
港
市
消
防
団
の
６
つ
の
分
団
が
、

消
防
車
か
ら
放
水
し
標
的
を
倒
す
ま

で
の
時
間
と
安
全
性
、
正
確
性
を
競

い
合
う
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
訓
練
で
磨
き
上
げ
た
消

火
技
術
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

６
月
５
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

境
港
消
防
署
屋
外
訓
練
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

高
尾
山
分
屯
基
地
祭

　

航
空
自
衛
隊
高
尾
山
分
屯
基
地
が

一
般
開
放
さ
れ
ま
す
。

▼
と　

き　

６
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
内　

容

◇
西
部
航
空
音
楽
隊
演
奏
会

◇
軽
装
甲
機
動
車
体
験
搭
乗　

な
ど

▼
注
意
事
項

◇
天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
変
更
、

　

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
基
地
内
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

臨
時
駐
車
場
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
境
港
駅

　

か
ら
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご　

　

利
用
く
だ
さ
い
。

◇
基
地
内
施
設
に
は
撮
影
制
限
が
あ

　

り
ま
す
。

◇
「
身
体
障
が
い
者
補
助
犬
」
以
外

　

の
ペ
ッ
ト
類
を
連
れ
て
の
来
場
は

　

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
先

　

航
空
自
衛
隊
高
尾
山
分
屯
基
地
第

７
警
戒
隊
総
括
班

　
（
☎
０
８
５
２
‐
72
‐
２
２
２
６
）

催催  
しし
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精
神
障
が
い
者
家
族
会
に
よ
る

第
１
回
こ
こ
ろ
の
学
習
会

　

今
回
は
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
、

医
師
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

※
家
族
会
の
総
会
終
了
後
に
行
い
ま

す
の
で
、
受
付
は
午
前
10
時
45
分
か

ら
開
始
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
講　

師

　

原
田
豊
さ
ん
（
鳥
取
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
テ
ー
マ

　

発
達
障
が
い
と
は　

〜
理
解
と
対　

応
法
に
つ
い
て
〜

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
３
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
贈
与
・
売
買
、

登
記
、
成
年
後
見
申
し
立
て
、
借
金
・

多
重
債
務
問
題
、
法
律
問
題
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

女
性
の
た
め
の
全
国
一
斉

労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

安
心
し
て
働
い
て
い
ま
す
か
？
連

合
は
、
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設

し
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
働

く
皆
さ
ん
の
ト
ラ
ブ
ル
や
心
配
事
の

解
決
に
向
け
、
相
談
員
が
秘
密
厳
守

で
お
答
え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間

　

５
月
19
日
（
木
）、
20
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
相
談
番
号

　

☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０
５
２

※
携
帯
電
話
か
ら
も
つ
な
が
り
ま
す
。

※
今
回
の
期
間
外
で
も
通
年
的
に
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

連
合
鳥
取

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
６
６
０
５
）

憲
法
週
間
イ
ベ
ン
ト

　

５
月
１
日
（
日
）
か
ら
７
日
（
土
）

の
憲
法
週
間
に
ち
な
み
イ
ベ
ン
ト
や

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
体
験
し
て
み
よ
う
！

裁
判
員
制
度
（
裁
判
所
見
学
会
）】

▼
と　

き　

５
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部

▼
定　

員
（
先
着
順
）　

24
人

▼
申
し
込
み
先

　

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部
庶
務

課　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
２
２
０
５
）

【
鳥
取
県
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
】

▼
と　

き　

５
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部

▼
定　

員　

30
人
程
度

※
当
日
受
け
付
け
順
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
弁
護
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
22
‐
３
９
１
２
）

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト

　

５
月
12
日
（
木
）
は
看
護
の
日
に

ち
な
み
、
済
生
会
病
院
で
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
17
日
（
火
）

▼
と
こ
ろ
・
内
容

【
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
（
午
前
９
時
〜

11
時
30
分
）】

　

測
定
コ
ー
ナ
ー
（
骨
密
度
・
血
圧
・

体
脂
肪
）

【
２
階
会
議
室（
午
後
１
時
〜
２
時
）】

　

ミ
ニ
講
演
会

・
演　

題

　

認
知
症
を
知
っ
て
安
心
で
き
る
ま

ち
に

・
講　

師

　

出
水
由
美
さ
ん
（
済
生
会
病
院　

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
）

▼
参
加
費　

無
料

※
参
加
者
に
は
粗
品
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

済
生
会
病
院

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
１
６
１
）

み
な
と
の
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会

　

他
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
成
功
例
を

学
び
、
こ
れ
か
ら
の
境
港
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

▼
対　

象

　

20
歳
〜
40
歳　

10
人
程
度

▼
と　

き　

５
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所
３
階　

大
会
議

室▼
講　

師

　

前
田
浩
輝
さ
ん
（
株
式
会
社
リ
ク

ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル　

じ
ゃ
ら

ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
境
港
青
年
会
議
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
２
７
０
０
）

市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

５
月
２
日
（
月
）
〜
16
日
（
月
）

▼
入
居
抽
選
日　

５
月
19
日
（
木
）

▼
入
居
可
能
日　

６
月
１
日
（
水
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

informationinformation

募募  

集集

団地名
第２夕顔団地

（誠道町 162）

外江団地

（渡町 1363-3）

種　別 一　般 一　般

建設年度 昭和 50 年 昭和 59 年

構　造 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建

募集住戸 50A 棟 28 号（２階） 15 号（４階）

間取り等
３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）
３ＤＫ

６畳（２）、４．５畳

家賃（円） 11,800 ～ 23,300 16,100 ～ 31,700
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人

権

ふ

れ

あ

い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

　

人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
推
進
に

向
け
開
催
す
る
人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
行
委
員
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
12
月
11
日

（
日
）
に
開
催
予
定
で
、
実
行
委
員

会
は
、
４
回
程
度
行
う
予
定
で
す
。

▼
第
１
回
実
行
委
員
会

◇
と　

き　

６
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
８
時
〜

◇
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

６
月
１
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

FAX 

44
‐
３
０
０
１

Mailchiikishinkou@city.sakaim
inato.lg.jp

伯
州
綿
種
ま
き
参
加
者

　

伯
州
綿
の
種
ま
き
に
参
加
さ
れ
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
い
て
い
た
だ
い
た
種
か
ら
収
穫

し
た
綿
は
来
年
度
の
新
生
児
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん

お
く
る
み
の
原
料
と
し
て
使
用
し
ま

す
。

　

種
ま
き
は
、
昨
年
度
の
赤
ち
ゃ
ん

お
く
る
み
を
受
領
さ
れ
た
親
子
と
一

緒
に
行
う
予
定
で
す
。

▼
と　

き　

５
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　

伯
州
綿
栽
培
畑
（
文
化

ホ
ー
ル
東
側
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
、
参
加
代
表
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

５
月
11
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

伯
州
綿
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
商

工
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

FAX 

44
‐
７
９
５
７

Mail

shokonosei@city.sakaim
inato.lg.jp

初
夏
の
日
野
川
源
流
探
訪

　

第
58
回
水
道
週
間
の
特
別
企
画
と

し
て
、
日
野
川
源
流
な
ど
を
訪
れ
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

６
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
少
雨
決
行

▼
集
合
場
所　

米
子
市
水
道
局

▼
行
き
先

◇
日
野
川
源
流

◇
米
子
市
水
道
局
水
道
か
ん
養
林

※
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
定　

員　

50
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
し

ま
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
参
加
条
件

　

米
子
市
水
道
局
の
給
水
区
域
内
在

住
で
あ
る
こ
と

▼
応
募
方
法

　

参
加
者
全
員
（
１
組
４
人
ま
で
）

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
お
よ
び
代
表

者
の
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵

便
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

５
月
24
日
（
火
）
必
着

※
参
加
決
定
は
、
５
月
27
日
（
金
）

ま
で
に
代
表
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
３
‐
０
０
０
８

　

米
子
市
車
尾
南
２
丁
目
８
‐
１

　

米
子
市
水
道
局
計
画
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
32
‐
６
１
１
２
）

FAX 

23
‐
３
５
３
０

Mailsuido-kikaku@
city,yonago.lg.jp

informationinformation

市美術展覧会作品募集
　　６月１１日（土）から１５日（水）までの５日間、市民会館を会場に開催します。

　　皆さんの力作をご応募ください。

▼出品規定（高校生以上）

　◇市内に住所がある人、または勤務している人

　◇市内の各グループのメンバーである人

▼出　品

　１部門１人２点以内（自己が創作し、市展および他の公

募展で未発表作品に限る）

▼出品料　無料

▼部門および規格

　【絵　画】

　　額装または条幅表装とし、６号から２００号以内

　【工　芸】

　　重量３０kg、サイズ１ｍ×１ｍ×２ｍ以内

　【彫　刻】

　　重量１００kg、サイズ１ｍ×１ｍ×３ｍ以内

　【書　道】

　　額装または条幅表装とし、半
はん

切
せつ

の４分の１以上全
ぜん

紙
し

以内・

　縦横自由（ただし、篆
てん

刻
こく

はこの限りでない）

　【写　真】

　　モノクローム・カラーとも四つ切以上全紙４倍以内とし、

　連作・組写真もこのサイズ以内にまとめ、パネル張りか額

　装とする（デジタル写真で、合成加工を施したものを出品

　する場合は明記すること）

▼受付・搬入日　６月８日（水）午前１０時～午後７時

▼搬入場所　中央公民館（市民会館２階）

　※各部門の優秀作品には市展賞・奨励賞を贈ります。

　※作品の規定など、詳しい内容を記した要項・申し込み票

　　は、各地区公民館および生涯学習課窓口で配布します。

▼問い合わせ先

　生涯学習課文化体育係

　　（☎４７‐１０９３）
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ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
出
品
作
品
募
集

　

６
月
18
日
（
土
）、
19
日
（
日
）

に
開
催
予
定
の
『
第
２
回
ほ
っ
と
は

あ
と
＆
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
りin

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
』
で
展
示
す
る
芸

術
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
人

▼
募
集
作
品

　

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
工
芸
品
等

※
１
人
５
点
ま
で

※
絵
画
、
書
道
、
写
真
は
額
装
し
て

あ
る
も
の
に
限
る

▼
申
し
込
み
方
法

　

持
参
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
に
て
氏
名
、
作
品
の
詳
細

（
種
類
、
作
品
名
、
大
き
さ
、
写
真
）

を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
期
限　

５
月
20
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
２
１
）

FAX 

42
‐
５
９
８
７

Mail

fukushi@
city.sakaim

inato.lg.jp

第
１
回
原
子
力
防
災

現

地

研

修

会

▼
と　

き　

５
月
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
20
分

※
集
合
は
午
前
９
時
40
分
、
解
散
は

午
後
４
時
20
分
で
す
。

▼
見
学
施
設

◇
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

◇
島
根
原
子
力
発
電
所
（
バ
ス
車
内

　

か
ら
見
学
）

▼
集
合
場
所

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前　

▼
募
集
人
数　

40
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
記
入
の
う
え
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
１
枚
で
２
人
ま

で
応
募
で
き
ま
す
。
な
お
、
電
話
や

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
で
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

５
月
12
日
（
木
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
注
意
事
項　

見
学
に
は
本
人
確
認

書
類
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０

　

鳥
取
市
東
町
１
丁
目
２
７
１

  

鳥
取
県
危
機
管
理
局
原
子
力
安
全

対
策
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
３
）

FAX 

０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

Mail

genshiryoku-anzen@
pref.tottori.jp

み

な

と

祭

協

賛

事

業

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会
・

ペ
ー
ロ
ン
大
会
出
場
チ
ー
ム

【
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会
】

▼
と　

き　

７
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

中
浜
港
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
（
市
民
艇

庫
前
）

▼
参
加
費
（
保
険
料
含
む
）

　

１
チ
ー
ム
に
つ
き
１
万
円

▼
申
込
期
限　

５
月
31
日
（
火
）

【
ペ
ー
ロ
ン
大
会
】

▼
と　

き　

７
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

弥
生
町
海
岸

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
万
円

※
別
途
保
険
料
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
限　

６
月
１
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

平
松
謙
治
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
７
４
８
‐
２
４
６
７
）

※
両
大
会
と
も
、
申
込
書
は
境
港
ボ

ー
ト
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.chukai.ne.jp/̃kenzi/

R
ow
ing

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

▼
参
加
資
格

　

境
港
市
出
身
、
在
住
、
在
勤
者

▼
と　

き　

６
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
ス
タ
ー
ト

▼
と
こ
ろ　

米
子
ゴ
ル
フ
場

▼
参
加
費

◇
個
人
戦　
　
　
　
　
　
　

２
千
円

◇
団
体
戦
（
５
人
１
組
）　　

５
千
円

◇
女
子
団
体
戦
（
３
人
１
組
）

　

３
千
円

※
大
会
限
定
ビ
ジ
タ
ー
特
別
料
金

（
セ
ル
フ
・
食
事
付
）
９
６
１
０
円

▼
定　

員　

80
人

▼
申
込
期
限　

６
月
２
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

山
陰
中
央
新
報
社
境
港
支
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
５
２
９
）

≪

お
詫
び
と
訂
正≫

　

市
報
4
月
号
の
内
容
に
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

▼
24
ペ
ー
ジ
『
市
役
所
の
組
織
が
変

わ
り
ま
す
』
記
事
内
の
課
名

【
誤
】

　

建
設
部
建
築
営
繕
課
施
設
整
備
係

【
正
】

　

建
設
部
建
築
営
繕
課
営
繕
係

※
な
お
、
電
話
番
号
は
記
載
の
と
お

り
で
す
。

informationinformation

　 身近な防災への備え

　　　自治防災課危機管理室（☎４７－１０７１）

　
家具の転倒防止など、
　家の内外の安全対策をしましょう！

　阪神・淡路大震災では、死因の約８割が住居の倒壊

や、家具の転倒による「圧死」だと言われています。

災害時には身の回りの物が、危険物に変わることがあ

りますので、家の内外をチェックしてみましょう。

　●家の中の安全対策

　①出入りが少ない部屋に家具をまとめる等、安全

　　なスペースを確保する。

　②出入り口や通路には、物を置かない。

　③寝室や子ども・高齢者等の部屋には、倒れそう

　　な家具を置かない。

　④家具は転倒防止のため、金具等で固定をし、落

　　ちやすい物を置かない。

　⑤食器棚は、中の物が飛散しないよう対策をする。

　●家の周辺の安全対策

　①ベランダでは、植木鉢等は低い所に置くか固定

　　し、避難ができるよう常に整理する。

　②窓ガラスに飛散防止フィルムをはる。

　③屋根のアンテナは、固定する。瓦のひび割れは

　　補強をする。

　④ブロック塀は、基礎や内部に鉄筋が無い物は補

　　強し、破損や傾きは修理する。

２
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境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　平成２７年中、鳥取県内で自転車が関係する人身交通事故件数は

１４３件で、前年に比べて７件減少したものの、全事故に占める構

成率は高い状況にあります。　　　　　　　　　　　　　

　自転車利用者側の事故原因で一番多いのは、安全不確認です。

自転車に乗るときは、「自転車は車両」であることを再認識し、交

通ルールを守って、自転車の安全利用に心がけましょう。

　【自転車安全利用五則】

　①自転車は車道が原則、歩道は例外

　②車道は左側を通行

　③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

　④安全ルールを守る

　　・飲酒運転、二人乗り、並進の禁止

　　・夜間はライトを点灯

　　・交差点での信号遵守と一時停止、安全確認

　⑤子どもはヘルメットを着用

　 ▼問い合わせ先　境港警察署（☎４４－０１１０）

　詳細は各施設にお問い合わせください。特に明記

がない場合、会場は問い合わせ先と同じです。

自転車の安全利用の推進
～５月は「自転車月間」です～お忘れなく！

軽 自 動 車 税

固 定 資 産 税 1 期

の納期限は

５月３１日（火）
です

・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限
　後２０日以内に督促状を発送します

きらきら・ひまわり情報
【巡回子育てプレイランド】　　

▼と　き　６月７日（火）午前１０時～１１時３０分

▼ところ　渡公民館　　　　　

▼内　容　ひまわりのおもちゃで遊びましょう。

※事前申し込み不要

【０歳さんあつまれ～！】

▼対　象　満１歳までの親子（託児なし）

▼と　き　５月２４日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　◇離乳食、幼児食に向けての栄養相談、しつ

　　　　　　けや発達についての相談など

　　　　　◇親子ふれあいあそび

▼申込期限　５月２１日（土）

【さつま芋の苗植えと伯州綿の種まきをしよう】

▼と　き　５月２０日（金）午前１０時～１１時３０分

※雨天の場合は、５月２７日（金）に行います。

▼ところ　こども支援センター「きらきら」園庭

▼内　容

　さつま芋の苗植え、伯州綿の種まきのほか、ミニ運動

会やみんなでお弁当を食べたりします。

▼持参するもの

　軍手、お弁当、飲み物、敷物、着替えなど

▼申し込み期間　５月９日（月）～１８日（水）

▼問い合わせ先

◇こども支援センター「きらきら」（☎４５－０１１６）

◇地域子育て支援センター「ひまわり」

　　　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

両 親 学 級　　
　　

▼対　象　◇妊娠中の人とそのパートナー

※これからお孫さんが誕生するおじいさん、おばあさん

もご参加ください。

▼と　き　５月２２日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分
▼ところ　保健相談センター

▼内　容

　◇胎児の成長と心と体を育む食生活、グループワーク

　◇妊娠中に使える制度の解説

※動きやすい、楽な服装でお越しください。

▼申込期限　５月２０日（金）

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４２）

さい。特に

子育てひろば

市報さかいみなと　18



　　　

美 哉 幼 稚 園 び さ い 交 流 会

【わくわくクラブ「浮
ふ

沈
ちん

子
し

をつくろう！」】

　簡単でおもしろいおもちゃを作るよ♪

◇と　き　５月１９日（木）午前１０時～１１時３０分

※毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の

貸し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園（☎４２－２８３９）

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日
※５月４日（水・祝）
はお休みです。

10：30 ～ 11：30 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

　 ▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７ー１０９１）

☆各種相談会・健康診査の日程
内　容 と　き 対　象 問い合わせ先

妊産婦・乳幼児
健康相談

 6 月 14 日（火）9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者 健康推進課
（☎ 47-1042）
※母子健康手帳を持参離乳食講習会  6 月 14 日（火）

10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50 ～ 11:30（9 カ月～ 1歳 6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と保護者

カウンセリング  5 月 16 日（月）9:00 ～ 10:30（※予約制） 市　民
健康推進課
（☎ 47-1043）

６カ月児
健康診査

 5 月 25 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 27 年 10 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※母子健康手帳を持参

 6 月 29 日（水） 平成 27 年 11 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 5 月 12 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 26 年 10 月生まれの幼児

 6 月 30 日（木） 平成 26 年 11 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 5 月 19 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 25 年  4 月生まれの幼児

 6 月 16 日（木） 平成 25 年  5 月生まれの幼児

（各内容とも、会場は保健相談センターです）

聖 心 幼 稚 園 に こ に こ ひ ろ ば

　未就園児を対象に園庭開放しています。

　　◇平　日　午前１０時～正午

　　◇土曜日　午前９時～正午

　 ▼問い合わせ先　聖心幼稚園（☎４２－２０４０）

「産後・１か月児健康診査」費用助成
　今年４月から産後健診と１か月児健診の費用助成制度

が開始され、無料で受けられるようになりました。

▼対　象

　市内在住で、４月１日以降に出産した産婦と出生児

※対象者には、出生届の届出時に受診券を交付していま

す。詳細についてはお問い合わせください。

▼問い合わせ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４２）

境港市中学校職場体験学習
市内協力事業所で中学生が体験学習 境港市中学校職場体験学習

協力事業所ワクワク境港
　未来を担う子どもたちを市民全体で育てていく気運を

高めていくために、「みんなでならいや地域の先生」を合

い言葉として、今年度も中学校職場体験学習「ワクワク

境港」を実施します。

　地域を愛し、地域の人々とともに生きる喜びや感謝の

気持ちを育んでいきたいと考えています。地域の先生と

して、励ましや声かけをよろしくお願いします。

▼と　き

　　５月２３日（月）～５月２７日（金）

　 　原則として午前９時～午後３時

▼ところ

　　市内各協力事業所

　　※詳しくは、チラシで

　　　ご確認ください。

▼問い合わせ先

　学校教育課

　　（☎４７－１０８８）
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フ ォトニ ュ ースフ ォトニ ュ ース

　独立行政法人日本スポーツ振興センターが運営する

「スポーツ振興くじ（toto）助成金」を受け、市民スポー

ツ広場にスプリンクラーの設置と芝生植付を行いまし

た。

　３月２７日（日）の芝生植付には、約３００人のボ

ランティアの皆さんにご協力いただきました。

　利用再開は芝生の生育を待ち、秋を予定しています。

緑の絨
じゅう

毯
たん

でのびのびスポーツ
 市民スポーツ広場に芝生を植え付けました

　先ごろ帰国された崔
サイ

紅
コウ

梅
バイ

さんに替わり、１８人目の

国際交流員となる趙世英さんが４月１４日（木）に着

任しました。

　趙さんは、以前には日本企業でも仕事をされていた

経験があります。日本語、中国語、韓国語を話され、

各種イベントや訪問者の通訳・翻訳や地元の公民館な

どで語学教室を開催する予定です。

皆さんこんにちは、趙
チョウ

世
セイ

英
エイ

です
 新たに国際交流員が着任

熊 本 地 震 に 係 る 義 援 金 の お 願 い

　※時間は各施設の開庁・開館時間内に限ります。また、閉庁・

　　閉館日は除きます。

〇義援金の受け付け
　日本赤十字社、赤い羽根共同募金は義援金を募集しています。また、境港市社会福祉協議会および

福祉課でも義援金の受付を行っています。

○ホームページＵＲＬ
　◇日本赤十字社　http://www.jrc.or.jp/

　◇赤い羽根共同募金　http://www.akaihane.or.jp/

　４月１４日に発生した熊本地震により甚大な被害を受けられた被災地の復興の一助としていただくよ

う、義援金箱を設置しています。集まった義援金は、日本赤十字社を通じて被災地に届けられます。

○設置場所
　◇市役所　・本庁舎１階（市民課）

　　　　　　・第２庁舎（福祉課）

　　　　　　・保健相談センター

　　　　　　・分庁舎

　◇各公民館

　◇なぎさ会館、しおさい会館

　◇図書館

　

　◇市民活動センター

　◇水木しげる記念館

　◇海とくらしの史料館

　◇さかいポートサウナ

　◇境港市社会福祉協議会

　◇老人福祉センター

【問い合わせ先】

　◇境港市社会福祉協議会

　　　　　　（☎４５－６１１６）

　◇福祉課　（☎４７－１０４４）

市報さかいみなと　20



相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談
 5 月 12 日（木）

 6 月  1 日（水）
13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談  5 月 13 日（金） 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）

法 律 相 談
 5 月  6 日（金）

 5 月 20 日（金）
13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

子 育 て 相 談
毎日
「きらきら」土・日曜日を除く
「ひまわり」木曜日を除く

8：30 ～ 17：15
地域子育て支援センター
「きらきら」☎ 45-0116
「ひまわり」☎ 21-8103

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会
 5 月 19 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

－境港市の人口－
　　男　：16,817 人（ー 127）
　　女　：18,155 人（ー 91）
　合　計：34,972 人（ー 218）
　世帯数：15,155 世帯（ー 35）

　※平成 28 年 3 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール
と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
第１回「魚類のキャラクター＆カレ
ンダー入賞作品」展
（～６月３０日（木））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 17：00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　400 円
小中高生 100 円

５月　７日（土）

５月２１日（土）

古典講座「みんなで楽しく『万
葉集』を読もう」　

市民図書館
（分館）

15：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

５月２０日（金）
サロンコンサート Vol.200
～サックスの夕べ～
出演：松本穂さん

文化ホール 19：30 ～ 20：40
境港市文化振興財団
☎ 47 － 1104

無　料
（飲み物は有料）

５月２２日（日）
祝２００回記念
サロンコンサート スペシャル

文化ホール 14：00 ～
境港市文化振興財団
☎ 47 － 1104

無　料

５月２８日（土）絵本と紙芝居の会 市民図書館 14：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料
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３
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定
〉

市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）
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今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん

市
報

さ
か
い
み
な
と

５

井田 のぞみ ちゃん（H27.9.8 生） と

お母さんの 嘉
よしこ

子 さん（新屋町）

≪お子さんへのメッセージ≫

　いつも笑顔で元気に育ってね

市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ電話をかけたらよいかわからない場合、

お気軽に代表番号にお電話ください。

　ご要件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

市役所代表番号

☎０８５９‐４４‐２１１１

みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。コーナーに掲載を希望される人は、

取材職員にお声かけいただくか、地域振興課までご連絡ください。

　　□材料（４人前）
　　○境港サーモン　（１００g）

　　○米　　　　　　　（２合）

　　○しめじ　　　（２／３株）

　　○昆布　　　　　（１０cm）

　　○酒　　　（大さじ１．５）

　　○醤油　　　（大さじ１．５）

　　○みりんまたは砂糖

　　　　　　　少々 ( お好みで ) 

　　○バター　　（大さじ１．５）

　　○大葉　　　　（３～４枚）

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  13

　春のこの時期、境漁港や市内の魚屋さんなどでは、サヨ

リ、バイ、イサキ、コウイカ、エテガレイ、マダイなど、

季節を感じる魚たちを見かけます。

　近年では、「境港サーモン」も、境漁港の春の魚として

定着してきました。鮮やかなサーモン色の切り身は、華や

かで、満開の桜のようです。

　今回は、境港サーモンを使って、境港総合技術高校の生

徒が作った、逸品ご飯をご紹介いたします。

お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ 鮭の炊き込みご飯（おにぎり）

□作り方
①鮭の皮を取る。骨は付けたままにする。

②釜に研いだ米を入れ、酒、醤油、みりん、２合分の水を加える。

③昆布をキッチンバサミで２センチ幅の長方形の大きさに切り分

　けながら、釜に入れる。

④鮭を中央に置き、しめじは石づきを切ってほぐし、バターと一

　緒に鮭の周りに入れる。

⑤炊飯し、炊き上がったら、鮭の骨を取り、身をほぐしながら全

　体を混ぜ合わせる。

⑥細かく切った大葉をお好みで入れる。

※おにぎりにして、刻みのりやゴマをまぶしても美味しく食べら

　れます。

足立 璃
りあん

空 ちゃん（H27.9.5 生） と

お母さんの 新
にいな

菜 さん（小篠津町）

≪お子さんへのメッセージ≫

　お兄ちゃんと仲良く元気に育ってね♡

阿部 花
かのん

音 ちゃん（H27.9.5 生） と

お母さんの 恵
めぐみ

 さん（高松町）

≪お子さんへのメッセージ≫

　元気に育ってください


